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農
政
関
係

　

農
業
復
興
組
合
は
８
月
末
ま
で
に

16
地
区
で
組
織
さ
れ
、
農
地
保
全
管

理
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主
要
野
菜
の
出
荷
制
限
・
摂
取
制
限

解
除
に
向
け
た
実
証
栽
培
は
、
県
と

の
協
議
で
村
内
27
か
所
を
実
証
地
に

選
定
。
７
月
22
日
に
栽
培
協
力
者
へ

の
説
明
会
を
行
い
、
８
月
か
ら
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
コ
カ
ブ
・

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
コ
マ
ツ
ナ
の
５
品

目
の
栽
培
実
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
伊
丹
沢
地
区
で
の
繁
殖

和
牛
の
飼
養
実
証
や
松
塚
地
区
で
の

水
田
放
牧
実
証
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
栽

培
、
深
谷
地
区
・
外
内
地
区
で
の
エ

ゴ
マ
・
ソ
バ
の
栽
培
実
証
な
ど
も
進

め
て
い
ま
す
。

除
染
関
係

　

７
月
末
ま
で
の
除
染
進
捗
率
は
、

農
地
85
％
、
森
林
97
％
、
道
路
80
％

で
、
春
以
降
、
５
０
０
０
人
を
超
え

る
作
業
員
が
村
内
で
除
染
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
の
削
り
取
り
・
客
土
作
業
は
、

ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
地
力
回
復
工
事
に
つ
い
て
は
、

進
捗
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

蕨
平
仮
設
焼
却
炉
の
破
砕
機
な
ど

前
処
理
設
備
の
改
修
を
５
月
か
ら
開

始
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
計
画
ど
お
り

に
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
10
月
は

じ
め
か
ら
再
稼
働
が
出
来
る
と
の
報

告
を
受
け
て
い
ま
す
。

27
年
豪
雨
災
害
復
旧
整
備

　

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害

の
復
旧
及
び
整
備
は
、
生
活
環
境
整

備
事
業
と
し
て
65
か
所
、
再
生
加
速

化
交
付
金
事
業
と
し
て
14
か
所
を
順

次
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
27
か

所
に
つ
い
て
も
、
早
期
に
着
工
で
き

る
よ
う
、
現
在
、
利
用
で
き
る
補
助

事
業
に
つ
い
て
協
議
中
で
す
。

村
営
住
宅
関
係

　

大
谷
地
団
地
災
害
公
営
住
宅
は
、

第
１
期
工
事
８
戸
が
完
成
し
、
現
在

第
２
期
工
事
８
戸
の
関
連
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
第
２
期
分
８
戸
の
入

居
は
来
年
７
月
か
ら
と
な
る
予
定
で

す
。
桶
地
内
住
宅
に
つ
い
て
は
、
10

戸
建
設
予
定
で
、
今
年
度
測
量
設
計

を
発
注
済
で
す
。
着
工
は
、
来
年
度

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
で
す
が
、
全
体
計
画
51
戸
の
う

ち
、昨
年
度
は
８
戸
完
了
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
42
戸
の
修
繕
工
事
を
実

施
中
で
す
。

被
災
家
屋
解
体

　

環
境
省
で
は
、
今
年
度
の
家
屋
解

体
予
定
件
数
を
５
４
５
件
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
、
完
了
１
６

２
件
、
実
施
中
61
件
で
、
進
捗
率
約

40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
受
付

は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
村
民
か
ら

追
加
要
望
の
問
い
合
わ
せ
が
90
件
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
環
境
省
と
協
議
の

結
果
、
９
月
に
追
加
要
望
に
対
す
る

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

飯
野
支
所
の
業
務
開
始

　

７
月
１
日
の
役
場
帰
庁
を
受
け
、

本
格
的
に
飯
野
支
所
の
業
務
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
各
種
届
出
・
申
請

事
務
の
う
ち
、「
支
所
で
で
き
る
も

の
」
と
、「
本
庁
で
し
か
で
き
な
い

も
の
」
が
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ

け
村
民
の
皆
さ
ま
に
、
お
手
数
を
か

け
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
「
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
」
を
招
か
な
い
よ
う
に
工

夫
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

教
育
委
員
会
関
係

　

７
月
１
日
、
教
育
委
員
に
星
弘
幸

さ
ん
が
着
任
し
、
新
た
な
体
制
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
か
ら
、
武

藤
賢
一
郎
臼
石
小
学
校
教
頭
が
教
育

委
員
会
事
務
局
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
武
藤
指
導
主
事
に
は
、
帰
村
後

の
本
村
教
育
の
在
り
方
や
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
御
尽
力
い
た

だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
復
興
に
向
け
た
教
育
施
設

等
の
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

30
年
４
月
か
ら
の
学
校
再
開
に
向

け
、
７
月
29
日
及
び
８
月
３
日
付
で

国
に
対
し
28
事
業
、
57
億
９
千
万
円

ほ
ど
の
事
業
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
国
と
協
議
を
進
め
、
魅
力
あ

る
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
再
開
に

向
け
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
26
日
と
28
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
村
教
職
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
石
崎
副
社
長
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一
氏

か
ら
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

小
学
校
夏
祭
り

　

７
月
31
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
「
い

い
た
て
っ
子
夏
祭
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
手

づ
く
り
の
夏
祭
り
で
、
流
し
そ
う
め

ん
や
射
的
等
で
、
子
ど
も
と
保
護
者

が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
村
の

子
ど
も
た
ち
に
全
国
の
自
治
体
や
団

体
か
ら
の
招
待
や
体
験
交
流
事
業
な

ど
多
く
の
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

飯
舘
村
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
愛
館
」　

開
館

　

８
月
13
日
、
飯
舘
村
交
流
セ
ン
タ

ー
「
ふ
れ
愛
館
」
の
開
館
記
念
式
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
３
０

０
人
が
出
席
し
、
盛
大
に
施
設
の
オ

ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
全
村
民
が
利

用
で
き
る
施
設
と
し
て
は
、
震
災
後

初
の
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

３
０
０
人
収
容
の
ホ
ー
ル
は
、
行

政
区
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
20
本
の
丸
柱

や
村
民
の
再
結
集
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

木
組
み
の
天
井
な
ど
、
村
の
復
興
へ

の
願
い
を
込
め
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま

し
た
。
村
民
の
交
流
や
憩
い
の
場
、

学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
未
来
へ
の
翼
」

「
沖
縄
ま
で
い
の
旅
」

　
「
未
来
へ
の
翼
」
事
業
は
、
カ
ナ
ダ

で
９
泊
10
日
の
日
程
で
行
わ
れ
、
11

名
の
中
学
生
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
や
近

郊
の
農
村
で
、
環
境
都
市
や
農
村
の

生
活
ス
タ
イ
ル
を
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。

　

次
に
、
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し

た
「
沖
縄
ま
で
い
の
旅
」
事
業
は
、

３
泊
４
日
の
日
程
で
、
42
名
が
沖
縄

の
豊
か
な
自
然
や
文
化
遺
産
、
戦
争

遺
構
な
ど
を
訪
れ
、
命
の
大
切
さ
や

環
境
保
全
を
学
び
ま
し
た
。
村
外
の

学
校
に
転
校
し
た
10
名
も
参
加
し
、

懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会
を
果
た

し
、
共
に
飯
舘
村
の
仲
間
と
し
て
の

絆
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。


